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1. はじめに 

1.1. 背景 

現行の三重県情報ネットワーク（以下、「現行ネットワーク」という。）は、庁内情報ネットワ

ークである三重県行政 WANや全国の自治体・国を接続する LGWAN、県内市町と共同運用である自治

体情報セキュリティクラウド（以下、「セキュリティクラウド」という。）等、本県のみならず県

内市町の業務を根幹から支える重要な基盤となっている。令和 2年度に構築した現行ネットワー

クは、令和 9年 3月（一部機能は令和 8年 9月）で保守期限を迎えることから、現在、次期三重

県情報ネットワーク（以下、「次期ネットワーク」という。）の構築準備を進めている。 

 

1.2. 本仕様書の位置づけ 

本仕様書は、令和 9年 4月から運用開始予定の次期三重県情報ネットワーク（以下、「次期ネッ

トワーク」という。）に係る設計・構築・運用保守業務を実施するにあたっての基本事項や調達概

要を示したものである。なお、調達の詳細については、「三重県情報ネットワーク設計・構築・運

用保守業務詳細仕様書」（以下、「ネットワーク仕様書」という。）を参照すること。 

 

1.3. 用語について 

本仕様書で使用している名称、略称及び用語等については、「【別紙 1】用語集」を参照するこ

と。 
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2. 次期ネットワークの全体的な考え方 

2.1. 次期ネットワークの方針 

次期ネットワークの構築にあたっては、現行ネットワークの基本構成を引き継ぐことを前提と

するが、大規模災害・サイバー攻撃のリスク、業務効率や生産性の向上といった課題が顕在化し

ており、信頼性・可用性、効率性・利便性のさらなる向上に向けて、これらの課題を解決するた

めの視点を取り入れた、情報基盤の構築を目指している。 

また本県は、ITトレンドの急速な変化や国（デジタル庁や総務省）の施策に対応していくため

に、柔軟なネットワーク及びシステム構成も必要と考えている。 

なお、次期ネットワークの実現方針や目指す導入効果を「図 2-1 次期ネットワークの方針・効

果」に示す。次期ネットワークの構築において、重要度の高いものは以下のとおり。 

• ネットワーク運用体制の強化によるインシデント対応の迅速化 

• 無線 LANの拡張による業務効率化、生産性向上 

• 運用業務のアウトソース化による効率化 

 

 

図 2-1 次期ネットワークの方針・効果 

 

2.2. 全体構成 

2.2.1. 現行ネットワークの概要 

本県の基本情報は以下のとおり。また、現行ネットワークの概要は「【別紙 3】現行ネットワ
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ーク構成概要図」を参照すること。 

 

• 拠点：本庁舎、総合庁舎 10拠点、大規模単独地域機関 2拠点、市町等利用機関 33

拠点、単独地域機関 170拠点（うち、閉域網が 10拠点） 

• 県庁組織：27部局（各種委員会等含む） 368課・局・事務所等 

• 職員数：約 7,500人 

• 端末数：約 8,500台 

 

2.2.2. 現行ネットワークが提供するサービス 

現行ネットワークが提供するサービスのうち、主なものは以下「表 2-1 現行ネットワークが

提供する主なサービス等」のとおり。その他、提供するサービス上で運用している主要なシス

テムは、「【別紙 2】主要システム一覧」を参照すること。 

 

表 2-1 現行ネットワークが提供する主なサービス等 

提供サービス サービス概要 サービス利用者 

行政 WAN 

・ インターネット接続系

ネットワーク 

・ LGWAN 接続系ネットワ

ーク 

・ マイナンバー利用事務

系ネットワーク 

県民へのサービス向上を目指し、行政事務

の迅速化・簡素化・高度化を進めるために

整備されたネットワークで本県職員、本県

の組織等が利用 

本県職員、 

本県の組織等 

無線 LAN 業務端末を、アクセスポイント経由で行政

WANに無線接続させる機能 

 

本県職員、 

本県の組織等 

インターネット接続 

・ プロキシ 

・ コンテンツフィルタリ

ング 

・ DNS 

・ インターネットメール 

以下の接続サービスを提供 

・ IDC からクラウド上の情報セキュリティ

基盤への接続 

・ 特定のクラウドサービスへの接続（前項

の情報セキュリティ基盤は経由しない） 

・ 本県職員が利用する、BYOD 端末からのモ

バイルワーク用の接続 

本県職員、 

本県の組織等 

市町利用ネットワーク 市町等利用機関が住民サービスの提供、行

政事務を効率的に行うため、地方公共団体

情報システム機構や国の行政機関が提供す

るサービスに接続するためのネットワーク

環境を提供 

市町職員等 

防災ネットワーク接続サ

ービス 

行政 WANを別途構築している防災ネットワー

ク（有線系、地上系（無線）、衛星系の 3 系

統）に接続させる機能 

本県職員 
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提供サービス サービス概要 サービス利用者 

全庁ファイルサーバ 本県職員が組織内でファイルを共有するた

めのストレージ機能 

本県職員 

LGWAN接続システム インターネット接続系ネットワークに接続

している業務用端末から、LGWAN 上のウェブ

サイト等を利用できるよう、LGWAN 接続系ネ

ットワーク上に構築された仮想環境 

本県職員 

ファイル交換システム

（外部共有） 

本県職員が外部関係者（県民、事業者等）

とファイル交換をするためのサービス 

本県職員、 

外部関係者 

LGWAN ファイル転送システ

ム（INT-LGWAN） 

本県職員がインターネット接続系ネットワ

ークと LGWAN接続系ネットワーク間でファイ

ルを移動させる機能 

本県職員 

ファイル無害化システム ファイル交換システム及び LGWANファイル転

送システムでファイルを移動させる際に、

当該ファイルを無害化する機能 

本県職員、 

外部関係者 

2.2.3. 基本構成についての考え方 

上述の「2.2.1 現行ネットワークの概要」で示した現行ネットワークの基本構成等につい

て、以下の方針により次期ネットワークに引継ぐこととする。 

① 基本構成について 

本仕様書の記載事項を基本構成とする。 

 

② 提供するサービスについて 

「2.2.2 現行ネットワークが提供するサービス」に記載されたサービスを継続する

ことに加えて、ネットワーク仕様書の内容を全て満たすこと。 

 

2.3. 対応すべき課題及び解決方針 

次期ネットワークの構築にあたっては、現行構成を踏襲しつつ、以下に示す現行ネットワーク

における課題に対して、課題解決方針を参考に対応を行うこと。その際は目指す姿に記載してい

る状態を実現できるような内容を検討すること。なお、個別の課題解決方針の詳細については、

ネットワーク仕様書の該当箇所に記載する。 

 

2.3.1. 有線ネットワーク 

有線ネットワークにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-2 有線ネットワーク

の課題及び解決方針」に示す。 
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表 2-2 有線ネットワークの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

ネットワーク機器と通信経路の冗

長性と耐障害性を確保し、ネット

ワークの可用性を向上させる。 

希望する市町等利用機関

の L2SW を、冗長構成に

することで、冗長性と耐

障害性の向上を図る。 

中 

・ 耐障害性の高いネ

ットワーク環境を

実現する 

 

・ ネットワークポリ

シーの複雑性を排

除し、シンプルな

ネットワーク環境

を実現する 

 

・ ネットワークトラ

フィック増加や職

員数や拠点の増加

等が発生した場合

において、速やか

に拡張できる構成

とする 

 

・ トラフィックの分

散やネットワーク

全体の可視化によ

るボトルネックを

排除し、ネットワ

ーク品質の向上を

実現する 

2 

シンプルなネットワーク管理、可

用性の確保等を実現するため、ネ

ットワークポリシーを整理する。 

β'モデルへの移行や三

重県 DX 推進基盤の導入

等により逐次拡張が行わ

れ、ネットワーク構成及

び基幹ファイアウォール

のルールが複雑になって

おり、次期ネットワーク

においては業務効率の観

点等から、重複や例外を

排除した基幹ファイアウ

ォールルール、ネットワ

ークポリシーを実現す

る。 

中 

3 

単独地域機関の業務効率を上げる

ため、無線 LAN が利用可能な環境

を拡大する。 

単独地域機関の無線 LAN

利 用 に あた り 、複 数

VLAN での通信が必須に

なるため、可能な限り、

コストを抑えた手法を採

用する。 

中 

4 

マイナンバー利用事務系

通信のセキュリティを考

慮した展開計画を策定す

る。 

中 

5 

通信経路をシンプルにするため、

トラフィック量を考慮し、通信経

路の最適化を図る。 

メールや DNS 等、通信ト

ラフィックの多いサービ

スについて、負荷分散機

能等を活用して、特定の

経路に負荷が掛からない

ように設計する。 

中 

6 

トラフィック量にあわせ

た機器のサイジングを行

い、適切な機器を選定す

る。 

中 

7 

ボトルネック箇所の特定及び解消

を図るため、ネットワークの可視

化を実現する。 

ネットワーク機器を統合

管理可能なシステムを導

入し、運用の中でボトル

ネック箇所の特定や、障

害発生の迅速な検知を可

能とする。 

中 
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2.3.2. 無線 LAN 

無線 LANにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-3 無線 LANの課題及び解決方

針」に示す。 

 

表 2-3 無線 LANの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

単独地域機関の業務効率を上げる

ため、無線 LAN に適したポリシー

の整理に加え、無線 LAN が利用可

能な環境を拡大する。 

新規追加する単独地域機

関については、拠点規

模、利用者数及び業務内

容等から、適正な機器や

移行のコストを考慮す

る。また、最適な暗号化

方式や管理方法を選定

し、無線 LAN 環境の設計

及び展開計画を策定す

る。 

中 ・ 無線 LAN の対象拠

点（本庁舎、総合

庁舎、一部の単独

地域機関等）の職

員が柔軟に働ける

環境を実現する 

 

・ 各拠点への効率的

な無線 LAN 展開を

実現する 

 

・ 接続する人数、庁

舎の場所や地域に

影響を受けること

なく安定した無線

LAN 環境を実現す

る 

 

・ 無線 LAN のセキュ

リティ強度を向上

させることによる

職員が安心・安全

に利用できる無線

LAN 環境を実現す

る 

2 

無線 LAN 通信の安定性を確保する

ため、無線 LAN 環境の強化・改善

を図る。 

無線 LAN 管理をオンプレ

ミスからクラウドサービ

スへ移行する際は、移行

リスクを加味した展開計

画を策定する。 

中 

3 

新たに無線 LAN を整備す

る拠点及び接続台数の多

い本庁舎については、サ

イトサーベイを実施し、

最適なアクセスポイント

設置箇所を決定する。 

高 

4 

将来的な台数の増加や、

ピーク時の通信量を加味

し、最適な周波帯域や認

証方式の設計、必要アク

セスポイント台数を算出

し配置する。また、アク

セスポイントの配置にあ

たっては、電波干渉や、

環境により電波強度が弱

い箇所にも考慮して配置

する。 

高 

5 

使用頻度が低く、必要性

の低いアクセスポイント

は移設する等して効率的

な無線 LAN 環境の実装を

図る。 

中 
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2.3.3. ネットワーク（その他） 

ネットワーク（その他）における課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-4 ネットワー

ク（その他）の課題及び解決方針」に示す。 

 

表 2-4 ネットワーク（その他）の課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

・ ネットワーク全体の運用効率

を高めるため、現在の分割さ

れたセグメントの論理構成を

見直し、管理負担の軽減を図

る。 

・ 障害発生時の影響を最小限に

抑えるため、物理障害に対す

る耐障害性を強化する。 

物理機器上に統合されて

いる仮想ファイアウォー

ルを、用途毎に外部・内

部ファイアウォールに分

割し、ネットワーク停止

影響を最小限に抑えるよ

うに構成の再検討を行

う。 

中 ・ 機能の集約、シン

プルな構成にする

ことで、コストの

最適化と運用業務

の効率化を図る 

2 

セキュリティとパフォーマンスの

観点で最適化を図るため、通信ポ

リシー、フローを明確に再定義し

た通信ポリシーを策定する。 

調達毎に拡張されていた

ネットワーク構成を整理

し、ルーティングやファ

イアウォールルールを統

一したネットワークポリ

シーとして策定する。 

中 

3 

インターネットアクセス時の経路

設定について、以下の課題があ

る。 

・ 通信経路設定について、三重

県 DX 推進基盤と明確に役割分

担できていない 

・ プロキシが乱立しており、整

理できていない 

通信経路設定や三重県

DX 推進基盤との役割設

定について、再設計時に

整理する。 

中 

 

2.3.4. 全庁ファイルサーバ 

全庁ファイルサーバにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-5 全庁ファイルサ

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

6 

無線 LAN の運用業務を軽減するた

め、シンプルな無線 LAN の管理方

法を実現する。 

SSID の用途毎に異なる

認証方法、認証機関を統

一し、管理性の向上を図

る。 

中 

7 

無線 LAN のセキュリティリスクを

軽減するため、適切な認証、暗号

化方式を採用する。 

最新の暗号化方式を採用

し、セキュリティ強度の

向上を図る。 

中 
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ーバの課題及び解決方針」に示す。 

 

表 2-5 全庁ファイルサーバの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 
重要

度 
目指す姿 

1 

原課 NASのセキュリティリスクや

容量不足を解消するため、新た

なファイルサーバの利便性の啓

発等により利用を促進させる。 

通常業務に利用するス

トレージについては、

柔軟に容量の拡張に対

応できるストレージの

導入を検討する。 

高 ・ セキュリティが確

保され、利便性の

高いファイルサー

バ/ストレージ環

境へ移行すること

による業務生産性

の向上を図る 

 

・ 新たなファイルサ

ーバ/ストレージ

環境の活用促進さ

せる 

 

※原課 NAS の縮小、

USB メモリ利用によ

るセキュリティリス

クの軽減につながる

解決方法があれば提

案すること 

2 

オンプレミスの共有ス

トレージについては、

筐体故障時の業務継続

性を実現する。 

中 

3 

セキュリティと可用性の向上を

図るため、全庁ファイルサーバ

で実施しているセキュリティ対

策と運用業務を標準方法として

展開する。 

 

無害化の制約を受ける

ファイルであっても、

安全な共有方法の検討

を行う。 

中 

 

2.3.5. メール・DNS 

メール・DNSにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-6 メール・DNSの課題及

び解決方針」に示す。 

 

表 2-6 メール・DNSの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

ク ラ ウ ド 環 境 （ Exchange 

Online）への移行のため、オンプ

レミスのメールサーバの縮小、個

別なシステム連携の縮小、迅速な

アップデートが可能な環境を実現

する。 

セキュリティ機能の統合

により、構成のシンプル

化を検討する。 

中 
・ クラウド環境の活

用を含めた、サー

バの統廃合による

省スペース化及び

オンプレミスから

の脱却、コストの

最適化を図る 

 

・ 機能の集約、経路

の簡略化等、シン

プルな構成にする

2 

送受信ルール等の制御設

定について、OFF にした

ものを削除する、条件を

まとめた資料を作成する

等、運用に関する整理を

行う。 

中 

3 
障害発生リスクを低減するため、

LGWAN 接続系と外部メールサーバ

障害ポイントを減らす構

成を検討する。 

中 
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No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

4 

間の経路において、メールの送受

信経路の複雑化を解消する。 

ドメイン付け替え、アド

レスの書き換え等のイレ

ギュラー対応を無くし、

メール経路をシンプル化

する。 

中 ことでコストの最

適化と運用業務の

効率化を図る 

 

※三重県 DX 推進基盤

やセキュリティクラ

ウドの機能を踏ま

え、統廃合により、

コスト削減や業務効

率につながる解決方

法があれば提案する

こと 

5 

複数のメールドメインに対するア

カウント管理の方法を一元化する

た め 、 オ ン プ レ ミ ス AD と

Exchange Online の統一化を図

る。 

Power Automateや Power 

Shell 等を用いた運用管

理の自動化を検討する。 

中 

6 

過去の慣習により残って

いるメールドメインを廃

止し、複数メールドメイ

ンの管理方針を明確化す

る（MX レコード登録可

否や Microsoft 365カス

タムドメインとしての利

用等)。 

中 

7 

今後のオンプレミス AD の運用方

針を検討する際、名前解決の経路

や管理プロセスを簡素化する。 

AD 利用、インターネッ

ト利用、外部参照用途

等、DNS の機能を役割毎

に分割し、DNS サーバの

関係性を適正化する。 

中 

8 

AD で利用する DNS が AD

ドメイン毎に存在してい

るため、統合する。 

中 

9 

DNS の設定について、システム全

体を俯瞰し、管理の複雑さを解消

するため、シンプルな構成とす

る。 

LGWAN 接続系向けゾーン

のフォワーダ設定箇所に

ついて、通信フローと業

務内容との関係性を整理

したうえで、適切な箇所

に設定を行う。 

中 

 

2.3.6. 防災関連ネットワーク 

防災関連ネットワークにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-7 防災関連ネッ

トワークの課題及び解決方針」に示す。 
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表 2-7 防災関連ネットワークの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

自然災害の発生時において、IDC

や回線設備に被害が及んだ場合の

可用性を高める対応を行う。 

回線に障害が発生した場

合においても、優先順位

の高いシステムを継続利

用可能なネットワークと

する。 

中 ・ 災害時において

も、本庁舎及び各

総合庁舎から業務

継続に必要なレベ

ルのネットワーク

環境を提供する 

2 

災害時においても、一定

のセキュリティレベルを

確保のうえ、外部とのコ

ミュニケーションを継続

できるようにする。 

中 

 

2.3.7. ネットワーク可視化 

ネットワーク可視化における課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-8 ネットワーク可

視化の課題及び解決方針」に示す。 

 

表 2-8 ネットワーク可視化の課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

システム等の状況把握は調達単位

ではできているものの、ネットワ

ーク全体で実施する必要がある。 

 

ネットワーク機器を統合

管理可能なシステムを導

入し、運用の中でボトル

ネック箇所の特定や、障

害発生の迅速な検知を可

能とする。 

高 ・ ネットワーク機器

全体を統合管理

し、ボトルネック

の特定や障害検知

を行うことによる

ネットワークの迅

速なリカバリーを

実現する 

 

・ 最新の情報を集約

し、ネットワーク

全体の品質向上を

図る 

2 

構成管理において、業務負荷や即

時性の問題があり、効率的な仕組

みが必要である。 

 

2.3.8. LGWAN接続システム 

LGWAN接続システムにおける課題、解決方針及び目指す姿を、以下「表 2-9 LGWAN接続シス

テムの課題及び解決方針」に示す。 
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表 2-9 LGWAN接続システムの課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

次期構成における新たな接続方式

を選定し、最適な構成を確立す

る。 

セキュアコンテナ方式

等、セキュアかつ経済的

な仮想接続方式を検討す

る。 

中 ・ 新たな接続方式の

選定による利便性

及びセキュリティ

の向上とコストの

最適化を図る 

2 

コスト削減のために、 VMware 

Horizon の代替ソリューションを

評価し、より経済的かつ機能的な

環境を整備する。 

 

2.3.9. IT運用 

IT運用における課題及び解決方針を、以下「表 2-10 IT運用の課題及び解決方針」に示す。 

 

表 2-10 IT運用の課題及び解決方針 

No 現行ネットワークにおける課題 課題解決方針 重要度 目指す姿 

1 

システム全体の把握と可視化を実

現するため、ネットワーク構成管

理の仕組みを強化する。 

ネットワーク構成を自動

的に可視化する仕組みを

検討する。 

中 ・ ネットワーク運用

に係る業務の棚

卸、役割の明確

化、評価・改善を

実施し、担当職員

の業務負荷の軽減

を図る 

 

・ インシデント管理

やナレッジ・ノウ

ハウを蓄積する仕

組みを活用し、運

用業務の効率化を

図る 

2 

運用管理業務における負荷軽減を

図るため、本県職員や外部調達の

業務範囲を明確にする。 

本県職員やヘルプデスク

が共有利用可能なインシ

デント管理の仕組みを検

討する。 

中 

3 

担当職員の業務負荷を軽

減するため、定型業務、

非定型業務、次期ネット

ワーク以外の対象範囲に

係る業務、他事業者の調

整業務等、業務範囲や役

割を明確にする。 

高 

4 

運用管理 SE の要件に本

県職員が実施している業

務を部分的に組み込むこ

とで、業務負荷の軽減を

図る。 

高 

5 

属人化対応の解消を図るため、ナ

レッジやノウハウを体系的に蓄積

し、共有可能な仕組みを導入す

る。 

ナレッジやノウハウを蓄

積し、活用可能な仕組み

を検討する。 

中 
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2.4. 事業実施に係る考え方 

各契約における責任分界点については、本県の想定に基づいてネットワーク仕様書に記載する

が、記載のない点や不明な点がある場合は、応札時に十分確認すること。また、契約後に不明な

点が明らかになった場合等は、本県が指定する責任分界点により、各契約の受託事業者に対応を

求めることとなる点に注意すること。 
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3. 次期ネットワークの調達 

3.1. 調達概要 

既存ネットワークの更新に係るプロジェクト管理、設計・構築・移行・運用・保守の調達で更

新業務は以下の内容を含むものとする。 

• ネットワーク機器再設計及び更新 

• 回線更新や見直しに関する設計 

• 単独地域機関への無線 LAN拡張を含む、無線 LAN環境の見直しと再構築 

• 市町等利用機関向けの回線及び機器冗長化 

• 適切な通信経路設計、インターネット接続の最適化 

• 全庁ファイルサーバの更新及びデータ移行 

• ファイル授受システムの更新 

• LGWAN接続システムの更新 

• メール/DNSシステムの更新 

• 防災関連ネットワークの更新 

• 運用業務の最適化 

 

3.2. 次期ネットワークの調達範囲 

3.2.1. 次期ネットワークの調達範囲（概要） 

次期ネットワークの調達範囲は以下「図 3-1 次期ネットワーク調達範囲の概要」のとおり。 
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図 3-1 次期ネットワーク調達範囲の概要 

 

3.2.2. 次期ネットワークの関連契約 

次期ネットワークと関連する主要なシステム・回線等の契約を以下「表 3-1 契約一覧」に示

す。 

 

表 3-1 契約一覧 

No 契約 業務・サービス内容 

1 本契約 ・ 次期ネットワークの全体設計、機器調査、構

築、移行、運用、保守 

・ 他契約の受託事業者との調整 

2 三重県情報ネットワーク主回線 ・ 本庁舎、総合庁舎、各市町、IDC、大規模単独地

域機関間の通信回線 

3 三重県情報ネットワークバックアッ

プ回線 

・ 本庁舎、総合庁舎、IDC間の通信回線 

・ 次期ネットワークでは一部市町も利用予定 

4 単独地域機関回線 ・ 単独地域機関（大規模単独地域機関を除く）、

IDC 間の通信回線 

・ インターネット網と閉域網が存在 

5 三重県 DX推進基盤 ・ SASE(SWG、CASB、ZTNA)、Microsoft 365（Entra 

ID、Office 365）の構築、運用 

・ SOC サービス 

6 三重県ユーザ認証システム オンプレミス AD、WSUS、資産管理ソフト 

7 三重県自治体情報セキュリティクラ

ウド 

本県及び県内の市町で共同利用するインターネット

の接続口であり、セキュリティ機能を提供している

クラウドサービス。また、公開 Web に対するセキュ

リティ対策も実施している。 

（提供サービス） 

WAF、CDN、次世代 FW、DNS,メール配送（スパム判定

等含む）、コンテンツフィルタリング、インターネ

ット上流回線、EDR、SOCサービスの提供 

8 防災行政無線 ・ 非常用の通信回線であり、有線系、地上系（無

線）、衛星系の 3系統を利用 

9 マイナンバー利用事務系ネットワー

クにおけるセキュリティ対策 

・ 行政 WANのうち、マイナンバー利用事務系ネット

ワークにおける AD、資産管理、端末暗号化、

EPP、WSUS、生体認証、操作ログの記録等、セキ

ュリティ対策を行う 

 

3.3. 契約期間・スケジュール等 

次期ネットワークの契約期間は令和 7年 10月から令和 14年 3月までを予定しており、次期ネ
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ットワークの各種スケジュールは以下を想定している。なお、全庁ファイルサーバについては、

現行環境の保守サポート期間に制約があるため、次期ネットワークの切り替え時期である令和 9

年（2027年）4月より前のタイミングで切り替えることを想定している。 

 

表 3-2 次期ネットワークの各種スケジュール 

No 項目 時期（想定） 

1 本契約 令和 7年 10月 

2 全庁ファイルサーバの設計・構築・移行 令和 7年 10月～令和 8年 9月 

3 全庁ファイルサーバの切り替え 令和 8年 10月 

4 次期ネットワークの設計・構築・移行 令和 7年 10月～令和 9年 3月 

5 次期ネットワークの切り替え 令和 9年 4月 

6 次期ネットワークの運用期間 令和 9年 4月～令和 14年 3月 

7 本契約終了 令和 14年 3月 

8 次期ネットワークの機器撤去・データ消去 令和 14年 3月末 
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4. 本県所有のライセンスに関して 

本県では利用者分として「表 4-1 本県所有のライセンス」のとおり、サーバ OS、アプリケーショ

ン、ウイルス対策ソフト等のライセンスを保有している。本県の別調達とあわせて、ライセンス内

容の見直しを予定されている。これら以外のライセンスが必要となる場合は、本業務にて準備する

こと。 

 

表 4-1 本県所有のライセンス 

製品の種類 ライセンスプログラム 

共通機能基盤 

統合サーバ 

Windows Server 2022 Datacenter 

Veeam Backup & Replication 

Windows Defender 

ServerProtect for Linux 
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5. 機密保持 

• 本業務は、三重県電子情報安全対策基準（三重県情報セキュリティポリシー）を遵守して行

うこと。当該ポリシーに抵触する行為又は事象が発生した場合、そのようなおそれがある場

合は、本県に報告を行い、本県の指示のもと速やかに対応すること。なお、三重県電子情報

安全対策基準については、契約後に開示する。 

• 業務遂行上知り得た個人情報及び本県の機密事項について、本業務のみに利用するものとし、

契約期間中又は契約終了後を問わず第三者に漏えいしないこと。 

• それぞれの契約による事務を処理するための個人情報の取り扱いについては、契約書（案）

別記「個人情報の取扱いに関する特記事項」を守らなければならない。 
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6. 注意事項 

• 本業務について、契約書及び仕様書に明示されていない事項でも、その履行上当然必要な事

項については、受託事業者が費用を負担し、責任を持って対応すること。 

• 受託事業者は、運用開始までの作業スケジュールを本県と協議のうえ、決定すること。 

• 本仕様書に記載されている全ての業務に対し、いかなるケースにおいても本県に対し、別途

費用を請求することはできない。ただし、本県の要求仕様変更による追加費用については別

途協議を行うこととする。 

• 本仕様書に定めのない事項が発生した場合及び疑義が発生した場合は、本県と協議のうえ、

定めるものとする。 

• 現行システム又はネットワークの停止を伴う作業は閉庁日、もしくは夜間での実施を前提に

本県と協議のうえ決定すること。 
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7. 別紙一覧 

【別紙1】用語集 

【別紙2】主要システム一覧 

【別紙3】現行ネットワーク構成概要図 

 

以上 


